だが、 なんの 気 もな く、 その 裏 を 返して 見た ときに 

彼女 は 血 を 浴びた ように、 すくんだ。 

r 大加美 稲荷 大明 神」 

大加美 —— 狼 だ。 シ サイに 見る と、 字の 一 劃 ごとに 

蛇で ある。 狼 イナ リの お札に 相違ない。 

彼女 はお 札 を そッと 元へ おさめた。 父 はお 茶屋に 

流連で まだ 戻って こない し、 兄 は 商用で 朝早く 外出し 

ていた。 彼女 は 川 根の 姿 を 見つけだ したので、 そッと 

イナ リの 前へ 案内した。 そして、 中の 物 を とりだして 

見せた。 

川 根はシ サイに 表裏 を 改めつ つ 由 利子の 話 をき いて 



その 一 夜 は 無事にす ぎた。 

翌日の 午す ぎて、 父 は 酔って 帰って きた。 そして、 

ただちに 寝床 をし かせて 寝て しまったが、 一同の 夕食 

がすんだ ころに 目 を さまして、 洒を 命じた。 

由 利子 自身 酒肴 をと とのえ てお 酌 をした。 由 利子に 

だけ は 優しい 父 だ つ た。 

お札の こと を 父に きかせて はいけ ない が、 ォ— カミ 

イナ リは 気に かかる 謎で あるから、 訊かずに いられな 
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「ォ ー カミイ ナリ つて、 賀美 村の オイ ナリ 様？」 

由 利子が 相手なら、 酔えば 酔う ほど キサク い 父で あ 



ていた。 

店からの 侵入 はこの 戸に さえぎられて 不可能で あり、 

母屋 全体の 戸締りに も 異常はなかった。 すると、 侵入 

口が 問題であった。 

新 十郎は 離れの 各 部屋、 その 押入 や 便所 も 改めた。 

土蔵の 錠 は 常にお ろされ ている。 便所の 汲取口に も異 

常 はない。 

由 利子の 申し立て によると、 彼女が 父の 食事 を さげ 

ている とき (女中た ち は 先に やすませた) 同時に 父が 

入浴に 立った ので、 彼女が まだ 雨戸 を 締めぬ うちに、 

離れが 無人に な つ た 何分 間 かの 時間 は あ つ た。 



古田 巡査が 説明した。 

「大倭 大根 大 神と は 聞き なれない 神 名です ね」 

新十郎 がこう 眩く と、 古田 は 答えて、 

「左様です。 それが ォ ー カミイ ナリの 神主 家の 先祖に 

当る 神様 だとい う 話です。 こんなと ころに お守りが 落 

ちている の は 解せない こと だと 当家の 者 は 言う のです 

やゝ - 

力」 

新十郎 はうな ずいた。 

何から 何まで ォ— カミイ ナ リが附 きまと つてい るの 

である。 蛭 川 真 弓の 心臓 を 刺しぬ いていた 矢 は、 ャジ 

リが 六寸も ある 尖った 鋭い 刃物であった。 ャガラ は 朱 



塗りで、 矢羽 は 雉の 羽 を 用い、 それ はォ— カミイ ナリ 

独特の 神の 矢で あると いう。 

「番頭 川 根の 語る ところに よります と、 今から 約 十五 

年 前、 蛭 川 家が まだ 武 蔵の 国賀美 郡の 故郷に おった こ 

ろ、 先代の 番頭 今居定 助と 申す 者が この 神の 矢に 射ぬ 

かれて 殺された という 話な のです」 

そこで 新 十郎は 番頭 川 根 を よんで 話 をき いた。 川 根 

は 四十 がらみ の、 一 見 番頭の 風で は あるが、 どこと な 

く 農家 育ち の 香が ぬ け きら ぬガッ シリと 骨太の 小男 

だった。 

r 私が 当家へ 御 奉公に あがり ましたの は 当家 上京 後の 



板 を はがした。 板の 裏面に 次の ような 二 行の 字が 書か 

れ ていた。 

r 大加美 稲荷 大明神 

今 居 定助明 神」 

今居定 助と は、 蛭 川 真 弓と 同様に 神の 矢で 殺された 

先代の 番頭で ある。 

「殺された 番頭と 殺した 神様が この ホコラ に 並んで 祀 

られ るのに 一応 フシ ギ はない かも 知れない が、 板 を 裏 

がえ しに 張りつ けて おいた の はどうい ぅヮケ でしよう 

ね。 とにかく 現地へ 赴いて ォ— カミイ ナリの 本家に つ 

いて 調べて みなければ 全然 見当が つき かねます よ」 



マ J の 三 党 は いずれも 古代に さかのぼ つた 系図が あるが、 

彼らの 祖先の 豪族た ちの 居住 を 想像せ しめる ような 古 

墳 群が 諸 村に 見出される。 概ね 円墳で、 ハニヮ が 出る 

の は 他の 関東の 古墳に 通じてい る。 ヒノ クマ、 今 水、 

今 居と いうよう な 帰化人の 居住 を 考えさせる 名 も 多く、 

その子 孫が 丹 党の よう だ。 

ところが、 賀美 郡賀美 村と か、 宇賀 美と か 神 山な ど 

神の 字の 地名が 多く、 賀美 村の 石神 は 日本の 道祖神の 

総本家と いう 伝え も 残って いる。 そこ を 流れる 川 を 神 

流 川と 云い、 信 濃から 蓼 科と 八 ケ岳を 越えて 降りて く 

る 古代の 交通路に 当つ ていたよう でも ある。 



神 流 川 流域に ちかい 字 二 ノ宫の 地に 官幣中 社金鑽 

(カナ サナ) 神社が あって、 武 蔵の 国で は 大宫の 氷 川 神 

社に つぐ 神様 だ。 

ところが 武 蔵の 奥、 ここ ゃ秩父 あたりで は 一ノ宮 を 

違う ものに 言 い 伝えられ ている。 つまり 違った 神の 系 

譜を もつ 住民が 住んで いたのだろう。 しかし、 こッち 

側の 一 ノ宫の 所在 は ハツ キリして いない。 

この ホン モノの 一 ノ宮と 自称して いるの がォ ー カミ 

イナ リ であった。 

郡 内に は 諸 村に 金鑽 神社が あり、 また 北 向 明 神と い 

うのが 昔 は五ッ あつたと いう。 ほかに 古社が 多い が、 



なのです。 で、 その 人た ちの 見たところ によると、 一 

見して ニセ モノで、 村 名な ども 今の 文字で 書いて ある _ 

わみょうしょう 

和名 抄に でて くる 古い 村 名で なく 今の 名 や 文字で 記 

されて いると いう ヌ カリの ある ニセ モノ だ つたそう で 

す。 ですから 天狗の 強談 判が はじまる と 人々 は、 蛭 川 

さんに いたく 同情した ものです よ。 しかし、 身からで 

た 鯖で、 それが ついに はか ほど 大事に 至ろうと は 思い 

も よらなかった ことでしょう。 ゥ カツに イタ ズラ はす 

る ものではありません な」 

「まもなく 番頭の 定 助が 殺された のです か」 

「では 記録 を 調べ てお 答え 致しましょう」 



「この 里の 者で ォ— カミイ ナリの 信者 も 一 名 だけで ま 

したが、 信者に なると 山へ こもり ますので、 そッ ちへ 

住みつ いてし まい ましたよ。 諸国から 信者が 集る と 申 

しても ごく 少数で、 この 里 を 通って 山へ わけ こむ それ 

らしい 人の 姿 を 見かける の は 年に 四 五十人との ことで 

すよ。 阿久 原の 方から の 参詣人 は- J ^ J よりも 多 いとい 

う 話です」 

これぐ らいし か 分らない。 あと は 天狗の 本拠へ 乗り 

こむ 以外に 手はなかった。 

「いかなる 魔 人 魔術が 行く手に 待ち かまえて いるか 知 

れ ません ね。 その 折 は、 泉 山さん、 よろしく 御 願い 致 



します よ」 

と 新 十郎に 笑み かけられ ると、 虎之介 は 暗い 顔で 

重々 しくうな ずいた。 全然 自信が なくなった 様子で 

あった。 

* 

翌朝 一 行 は 里人に 道案内 をた のんで 山の 中へ わけ こ 

んだ。 曲りくねった 山の 小径 を 三時 間 ほど も 歩いて、 

ようやく ォ— カミイ ナリの 本拠に 迪 りついた。 山の 山 

頂に ちかいち ょッ とした 平地で、 そこに 大 神の 子孫と 



称する 神主の 住宅 をめ ぐって、 十 いくつかの 掘 立 小屋 

が テン デン バラ バラた つていた。 ここに 住みつ いた 信 

者の 住居 だ。 イナ リのホ コラは そこから 更に 五六 町の 

山上に あった。 

神主の 住居 だけが 家ら しい 建物で あるが、 それと て 

も 木と 木の 皮で つくられ たもので、 壁と いう ものが な 
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彼ら は 神主に 対面して、 おどろいた。 なるほど、 まつ 

たく 天狗の 顔で ある。 お 面の 天狗 ほど 長い 鼻で はない 

けれども、 剣客 詩人 シラノ どころ の 鼻で はない。 そし 

て、 これ を 典型的な 金ッボ 眼と いうので あろうが、 二 



れた 者が 現れ ましたが、 お 心 当りが あります でしよう 

ゝ I 

力」 

新十郎 がこう 訊く と、 天狗 はくぼんだ 目で 新 十郎は 

じめ 一同の 顔 を 眺め まわした。 なんとなく 警戒して い 

る 様子であった。 

「むかし 神の 矢で 殺された 男が あった。 大 神様の ミサ 

サギの 中で 殺されて いたな。 十一月 十五 日の 例祭に ォ 

レは 山上の 社殿の 前から 八方に 向って 三十 本の 神の 矢 

を 放す。 その 神の 矢が どこへ 飛び去つ ていつ 何者 を 射 

殺す か、 それ は 神霊のお 心で ある。 神の 矢の 行方 はォ 

レには 分らない な」 



せんか」 

「古来 山上の 神殿 前から 射出した 神の 矢 は その 姿 を 失 

う ものと されて いる。 真夜中に 射る。 神の 矢の 飛び去 

る 姿 はォレ にす らも 見る こと はでき ない」 

「今日までに 本年度の 神の 矢が 何 本 造られて おります 

ゝ I 

力」 

「十一 本で きている。 あと 六日す ぎて 十二 本になる」 

一同 はでき ている 神の 矢 を 見せて もらった。 神の 矢 

は 案外に 無造作に 土間の 仕事場、 つまり 矢 を 造る 工場 

まう 

らしい 土間の 一 隅の 木の 箱の 中に 投り こまれて いた。 

まさしく 蛭 川 真 弓 を 殺した 朱の 矢と 全く 同じ もので 



「それ も大 あり だが、 私 は ニッの 屍体が 天狗の 面 を か 

ぶされ ていたの が 奇妙 だと 気が つ いたね。 天狗の 奴 は 

力みし ±J 

大きな ド テラに 袴 の 肩 をつ けたよう な ダブ ダブの 

変った 着物 をき ていたが あの 着物 をき て、 猿 田の 面 を 

つけて、 総髪に すれば、 天狗の 女房が 亭主に 化けて い 

て も 分り やしないね。 うすぐら くって、 小屋から 

ちょ ッと 距離の ある 仕事場 だからね」 

「なるほど。 結構な 着眼です」 

新十郎 がこう ほめる と、 花 廼屋は ニヤ ッと 笑って、 

「そこで さ。 奴が 旅に でる。 夜道 を 歩く つもりで も、 

うっかり 人前に 顔 を さらす 時に、 猿 田の 面 を かぶって 



ろォ ー カミイ ナリへ 到着して みると、 案外な ことが 分 

るか も 知れません」 

(ここで 一 服。 犯人 をお 当て 下さい) 

その 晚は 太駄で 一 泊。 翌日の 午 ごろ 予定 通 リオ ー 力 

ミ イナ リの 住居 地帯に 到着した。 

新十郎 がまず 訪れた の は 伊之吉の 小屋であった。 訪 

い を 通じた けれども 内部から 返事がない。 

戸 を あけて みた。 内部に は 誰の 姿 もなかった。 



父 を 殺した 犯人の 手がかり なぞ を 語った と は 思われな 

いが、 この 手紙に あるよう に、 土蔵 破りの 犯人が 残し 

て 行った 品で あると すれば、 それ は 古ぼけた 背負い 籠 

です よ。 それ は どこの ゥチ にも ありふれた 品物で、 犯 

人の 遺留品 だとい うこと は 数 月間 気附 きませんでした _ 

土蔵の 内部に 捨てられて いました が、 盗まれた 金箱の 

位置から 離れた 片隅に 放り だしてあった せいです。 そ 

して 気附 くの がお くれたから、 この 遺留品 は 村の 人々 

にも 知れ渡って いません のです」 

新 十郎は 満足で 充ち 足りて うなずいた。 

「それで ハツ キリ 分り ましたよ。 彼が 父 殺しの 犯人 を 
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